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１ はじめに 

 

姿勢をまっすぐに保てない、顔の前で手をヒラヒラ 

視線が合わない、自分の腕を強く噛む 

これらの行動の原因は「感覚の未発達」かもしれません 

育まれていない感覚があると 

生活につまづくことがあります 

子どもだけじゃありません 

私たち大人も感覚の影響を受けています 

 
□ パソコン作業中の貧乏ゆすり（固有受容覚が鈍感） 

□ 扉を力強く閉めちゃう（固有受容覚が鈍感） 

□ セーターで首がチクチクする（触覚が敏感） 

□ マスクが苦手（触覚が敏感） 

□ よく噛まないで飲みこむ（触覚が鈍感） 

□ 絶叫系アトラクションが大好き（平衡感覚が鈍感） 

□ 文字などの読み飛ばしが多い（平衡感覚の敏感） 

□ 高いところが苦手（平衡感覚が敏感） 

 

障がいの有無に関わらず 

私たちの日常生活において 

とても重要な役割を果たしている『感覚』 

感覚の種類や役割を知り 

子どもの学校生活におけるＱＯＬを高めていきたいものです 
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２ 無意識に使っている感覚 
  

私たちが日常的に使っている「視覚」「聴覚」「嗅覚」「味覚」「触覚」は、自分で意識しやすい感覚です。 

一方、ほとんど無自覚に使っている感覚もあります。 
 

身体のバランスをとる時に使う『平衡感覚』 

 

 

身体の動きをコントロール使う『固有感覚』 

 
 

触った物の認知や反射的な行動で働く『触覚』 
 

この３つの感覚は無自覚に使っている感覚で、私達の日常生活において重要な役割を果たしています。 
 

例えば➀ ---------------------------------------------------------------------------------- 

学校の体育の授業などでまっすぐ列に並ぶという行動を例に考えてみましょう。 

 
・前後の人との距離を把握して自分の立ち位置を決めるには、 

視覚や平衡感覚を使います。 
・一定時間まっすぐ動かず立つには、体の動きを調整する 

固有感覚がかかわります。 
・前後の人との距離感の「ちょうどよさ」を掴むには、触覚も 

かかわってきます。 

 

例えば② ----------------------------------------------------------------------------------- 

 牛乳パックからストローで牛乳を飲むという行動も同様の視点で見ることができます。 
 

・こぼさずに上手に飲むためには、まず、牛乳パックを握りつぶさないように、かと言って落とすこともな
いよう、力加減をして持つ必要があります。これには、固有感覚や触覚を使います。 

・牛乳パックの重さから残りの量を推しはかるためには、触覚、平衡感覚、固有感覚の３つが同時に関係し
ます。 

・ストローの位置を把握するには視覚と平衡感覚が、ストローの先をちょうど口の位置へ持ってくるには、
平衡感覚と固有感覚が働き、唇でストローをとらえるときには、触覚も働きます。 

  

私たちは無意識に、この３つの感覚を働かせて生活しています。そして、この３つの感覚をバランスよく
使うことができるように発達のサポートをしていく必要があります。 

 
 

 
 

 
 

 

主に「触覚」でストローの 

感触をとらえ、唇で挟む。 

主に「平衡感覚」と「視覚」で

ストローの位置をとらえる 

主に「固有感覚」を使って 

力加減を調節し、パックを 

つぶさずに持つ 
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３ 子どものつまずきを招く、感覚のアンバランス 
  

 

「平衡感覚」「固有感覚」「触覚」の３つの感覚は、周囲から見ても認識しにくく、アンバランスさを抱える
人の大変さは、なかなか理解されません。気になる行動を見せる子どもたちが、どうしてそのような行動をと

るのかを考える時にはぜひ、この３つの感覚を注意深く見てください。 
 

前ページでふれた「まっすぐに並ぶ」という動作では、平衡感覚が低い反応（鈍感）だと、
バランスをまっすぐに保って立つということ自体が難しく、フラフラ落ち着きなく揺れたりす

る行動（自己刺激行動）が見られます。 
固有感覚が低い反応（鈍感）で、筋肉の張り具合を調整するのが苦手な子もいます。体

幹のコントロールが難しく、クニャクニャとしてすぐ座ってしまうことがあります。まわ

りからは「だらしない」「態度が悪い」と見られてしまうこともしばしばです。しかし実際にひ
ゃ、子どもの気持ちがたるんでいるわけではなく、姿勢のあり方がわからないということも少な

くないのです。 
 

 
「牛乳パックからストローで牛乳を飲む」という行動では、固有感覚が鈍感だと、力の入れ

方の微調整がきかないために、パックを強く握りしめて中身を噴きださせてしまったり、
パックを持つ力が不十分で落としてしまったりすることがあります。 

また、触覚が過反応（敏感）であるために、牛乳にあるわずかな粘性が苦手で、牛乳を

飲むという行為そのものを拒否するようになってしまった子がいます。牛乳が嫌いなわけ
ではなくとも、ストローの感触が苦手、紙パックのにおいが苦手、という子もいます。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

このように、同じように見える行動でも、その理由は何通りも考えられるね！ 
いくつもの「感覚のアンバランス」が絡み合っていることもあるんだ。 
子どもを理解するためには、まず、自覚せずに使っている３つの感覚「触覚」
「平衡感覚」「固有感覚」について詳しく知る必要があるよ！そのうえで子ども
の姿を観察すると、つまずきの背景が見えてきそうだねっ 
 
それぞれの感覚がどんな役割を果たしているのか、マニュアルを見ていこう！ 
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４ 本能的な働きをする「触覚」 
  

 

 

 

 

 

→１回目は、表面を触ってパッと手を引く動作になったと思います。これは、皮膚の表面（自由神経終末）が

熱さや痛さを感じることができるからで、「防衛」の触覚を使ったことになります。 

 →２回目は、少し圧をかけて触ったと思います。これは、自由神経終末より下の感覚（パチニ・マイスナー等）

からの振動や圧を統合して感じて、「このフワフワ感なら私にはちょうどいい」「これぐらいならいけるから

このデザインの服を買おう」となるわけです。触り方としては、皮膚の表面より下の感覚を用いているので、

「識別」の触覚を使ったことになります。 

私たちは、この身を守る感覚（防衛の触覚）と感じ分ける感覚（識別の触覚）を上手に使い分けて生活し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  引用元：Pure Medicial attitude 

 

１ 防衛触覚  

 針を触った時に痛みを感じる、鍋を触って熱さを感じることでケガや火傷を防ぐ、身を守るための大切な触覚

になります。子どもによっては、この感覚を感じやすい・感じにくい子がいます。ここで一つおさえておきたい

ことは、常に敏感、常に鈍感ではないということです。その時の状況、特に不安と緊張によって影響されること

があります。例えば、同じ子どもでもとても過敏な時もあれば、とても甘えてくる時があります。甘えてくる場

面では、不安が取り除かれ「この先生は大丈夫」と安心することで「もっと触覚刺激を入れたい」と甘えている

と捉えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

体験してみよう：どんな触り方する？（防衛触覚と識別触覚を体験してみよう） 
        身の回りの物でイメージして触ってみましょう。 

１回目→熱い鍋を触る 
２回目→マフラーやセーターの素材を選ぶ時に触る 

【皮膚の感覚受容器の働き】 

・マイスナー小体：圧力や振動を感じる 

・メルケル細胞 ：持続的な圧力を感じる 

・パチニ小体  ：より深層で圧力や速い振動を感じる 

・ルフィ二小体 ：圧力や皮膚の伸びを感じる 

自閉症症状 

不安の高さ 過敏性の高さ 

「過敏性」と「不安」は相互に影響し合ってい

ると言えます。これに加えて自閉症の症状も同

様に考えられます。よって、安心できる環境整

備と感覚の育ちがとても大切なのが分かると

思います。 
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 （１）鈍感な防衛触覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）敏感な防衛触覚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴】（下図よりいくつか抜粋） 

・感じにくい状態で触る、物の操作をするので不器用 

・触覚の情報が入りにくく、脳への電気信号が少ないので注意が向きにくくフワフワしている 

・触覚の調整が難しいため、視覚刺激が入ると皮膚感覚が捉えにくくなる（例：普段触ると気づくのに、動画

や絵本を見ている時に背中をチョンと触っても気づかない） 

・口や陰部等の刺激が入りやすい所をよく触る 

→第二次性徴が原因と捉えている子どもも、原因をたどると触覚にいきつくことがとても多いです。触らな

いことを伝えるのも大切ですが、触らなくても良くなる身体を育ててあげることが大切になります。 

・触り分ける感覚として使えていない子どもは、机を手で叩いて固有感覚の刺激を入れる道具として使って

いることがある 

→「掌の下の部分が固い子ども=まだ触り分ける感覚になってない」と捉えられます。 

【特徴】（下図よりいくつか抜粋） 

・よく知っている人であればどう動くか分かるが、知らない人がいると不安感が高まる 

（例：クラス単位の活動であれば大丈夫だけど、学年単位になると隅っこにいる行動や参加できない） 

・不安になると、目と耳を頼りに今何が起きるのか先読みしようとする行動をずっとやってきた結果、特定の

音から嫌なことが起こると想起して耳をふさぐ行動が見られる。また、聴覚の過敏さを抱えていると触覚の

過敏さが生じやすいケースが多い 

・不安ゆえに周囲をチラッチラッ見る行動（警戒している様子）が見られる 

・いつも不安な状態なので、パニックになりやすい 

・触られることが不快だったり嫌な感覚を感じやすいため、身を守るために手が出やすい 
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→１回目は痛みや熱さを感じる受容器が受け取って不快に感じます。 

→２回目は圧を感じる受容器が受け取って、不快に感じません。 

→３回目も振動を感じる受容器が受け取って、２回目と同様に不快に感じません。 

それぞれの触り方で受け取る感覚の違いがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  触り方としては、体験４の１回目に近くゾワゾワっとするはずなのですが、「感じ分けなくちゃ！」という識

別の感覚が使われるため、ザワザワっとする防衛の触覚を抑えることができます。 

  識別の触覚を活用して、背中文字を当てる活動や背中にシールを貼った場所を感じて取ってもらう活動を取

り入れるのも効果的です。 

  また、触られるのが苦手な子どもにいつまでも触るのは逆効果となるので、終わりを明確にする（歌の間だ

け、カウントをしながら行う）ことも大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験してみよう：触れられ方の違いを感じよう 
   １回目→相手の腕の毛に触れるか触れないかの距離でさら～っと触る 

２回目→相手の腕に圧をかけてギュッと触る 
３回目→相手の腕に触れながらブルブルと震わす 

体験してみよう：皮膚に入る感覚で当てよう！（防衛を抑える識別を感じよう） 
      →相手の腕に〇or△or×を指で書いて、当ててもらう 

圧や振動は、右図の下の方の受容器が感じます。この

受容器が感じられるようになると、上の防衛の触覚をグッ

と抑えることができます。 

最初から嫌な感じで触るのではなく、圧や振動を上手

に使いながら触ってあげたり、様々な感触の物を触った

り、自分から触ることで、触覚の受容が育っていきます。 

～ 子どもの頭を触ってみよう！ ～ 

首より下の感覚刺激は、２つの受容器を通って脳に送られますが、頭は感覚刺激を直接脳に送ってくれるので、感

覚刺激を感じやすいです。上記のポイントを抑えながら、頭にブルブルっと振動を入れてみたり、圧を入れてみた

り、「もっとやって！」といつもと違う反応が見られるかもしれません。 
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５ バランスをつかさどる「平衡感覚」 
 

 

 

 

 

 →３を選んだ方 ･･････ 感覚のバランスが良いです。 
→１を選んだ方 ･･････ ジェットコースターのアップダウンや回転の刺激を気持ちいいと感じていると思

います。人間としては危険な刺激ですが、比較的感覚刺激が入りにくいため、強い
刺激を入れて焦点を合わせる、スカッとさせる、姿勢を良くさせる等の反射が発動

するので、気持ち良いと感じます。 
 →２を選んだ方 ･････ 逆に感覚刺激が入りすぎるため、乗っている際は身体に力を入れて強ばったり、反

射が発動しすぎて、乗った後にめまいが起こったり、以上に汗をかいたりと気分が
悪くなることがあります。 

 

平衡感覚と反射の関係 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こんな子いませんか？ 
 相談ケースで「あの子身体の動きがぎこちないんです」というのがありますが、観察していると平行移動で動
いていることがあります。これは、揺れや回転刺激が入りすぎるため、その刺激が極力入らないように肩にグッ

と力を入れて頭が極力揺れないように動いていると考えることができます。 
 観察の視点として、揺れ回転の刺激が苦手な子どもは、２つに分けることができます。1 つ目は純粋に前庭感

覚の刺激が苦手な子ども（全体の１割程度）、２つ目は自分の身体を上手に支えられないことで揺れ回転が苦手
な子どもとなります。ほとんどの子どもが２つ目に該当し、「身体を支えられない」というのがキーポイントとな

ります。なので、しっかりと身体を支えながら揺れや回転刺激を入れていくことが大切になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：遊園地に行ったら・・・（大人にも差異がある平衡感覚と反射の関係） 

１．ジェットコースターに乗りたい 
   ２．ジェットコースターに乗りたくない 

   ３．どっちでもいい 

体験してみよう：立って回ってみよう（頭の位置で回り方がかわるのを感じよう） 
   １回目→頭を立てた状態で回る 

   ２回目→頭を横に傾けて回る 
   ３回目→頭を下に向けて回る 

 
体験してみよう：回転いすで回ってみよう 

   １回目→回る人はいろいろな姿勢で座って回る 

平衡感覚が発動 
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→頭の向きや姿勢が変わっただけで、回転の感じ方が違ったかと思います。それは、下記の図の３つの輪っか（三

半規管）が関係します。それぞれの輪っかには液体が入っていて、この液体が動くことで、前・後ろ・横の回

転や速度を感知します。また耳石器では、下から毛が生えていてその上に石がのっていて、そこがズレること

で重力や遠心力を感知します。 

                           【耳石器のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

                         引用元 あなたの知らない「足つぼ」の世界 

 

こんな子いませんか？ 

 いくらブランコに乗ってもスッキリしない子は、同じ方向の揺れに親しみすぎて、上記図の半規管のいずれか

の刺激に慣れてしまい、昔はブランコで満足できたからやってみるものの、なかなか満足できない状況だと考え

られます。頭の位置が違う向きの方が満足できるようになるかもしれません。トランポリンやバランスボールを

ずっとやっている子に対しては、違う頭の向きでの揺れ回転を入れるアプローチが効果的かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平衡感覚とは】 「自分の身体の傾き・回転・スピード・重力」を感じる力 

 これらが全部適度に分かることで、「私はこの向きの中のこの辺にいるんだな」ということを感じることがで

きるので、３次元の中の「ここにちゃんといる」ということが分かります（今自分の身体が斜めになっているか

ら、これぐらいの姿勢にした方がいいな）。また、電気信号が増えて覚醒レベルが上がったり、目の使い方が上手

になってきたり、自律神経との関係から情緒の安定にも繋がります。 

体育の中で周回走の中で反対周りを入れて違う刺激にする、サーキットの中で跳ぶ、くぐる等のいろいろな感

覚にアプローチするメニューを作ることも良いと思います。 

 

     スッキリ！         じ～～      ほえ～～ 

頭を「前に倒す」 →前半規管 

 

  「後ろに倒す」→後半規管 

 

  「右に傾ける」 外側規管 

  「左に傾ける」 

 

キーワードは 頭の向き！ 
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平衡感覚の刺激を強く感じすぎる子の特徴 

 揺れや足元が不安定な所を非常に怖がる。揺れや足元の不安定さが怖いために、身体を固めていることがあり、

動作がぎこちなかったり常に力が入っていたりして、力を抜くのが難しいことがあります。強く感じすぎる子も

いれば、実は経験が不足しているために同様の行動が見られることがあります。 

 

平衡感覚の刺激を感じる力が弱い子の特徴 

 反射の部分では、①目の使い方が下手、②姿勢が崩れやすい行動がよく見らえます。①については、文字や行

の読み飛ばしや、ボールキャッチが苦手等の行動が見られます。②については、前庭感覚に課題がある場合、椅

子に座った瞬間にフニャンと姿勢が崩れます。一方で、筋肉に課題がある場合は、だんだん疲れて姿勢が崩れて

いきます。前者の場合であれば、頑張って力を入れるのではなく揺れ回転を入れるアプローチが効果的だと考え

られます。 

 

 

 

また、時折頭をブンッと揺らしたり、急に頭を下や横に向けたりする、じっとしていられない、休み時間にク

ルクル回る等の行動も見られます。私たちは３次元での自分の位置を把握しているからじっとできますが、前庭

感覚の刺激が入りにくい子どもは、自分の位置を把握できないために、「今どんな向き向いてるんだろう？」「ど

れくらいの力を入れて身体を保ったらいいんだろう？」と、上記の行動を行うことがあります。この場合にも、

揺れや回転のアプローチが効果的だと考えられます。 

 感じる力が弱い子も強く感じすぎる子同様、揺れや回転の経験をあまりしてこなかったことがあります。その

場合、ちょっとやることで上記の力が伸びることがあります。そうでなければ、いろいろな角度で揺れ回転を入

れることがコツとなります。 

 

 

 

代 償 

手や紙や紐を目の前でゆらゆらさせたり、換気扇やミニカーのタイヤや電光掲示板を見たり、本をペラペラを

見たり、物を落としたり、水道の水を横から見ていたり、授業中に目を横にギュッとずらしたりする行動が見ら

れます。これらの行動は目を回そうとする行動になります。これらはあくまで代償行動となるので、この行動で

前庭感覚が養われることには繋がりません。本来は身体を動かしたり、体操をしたり遊んだりする中で、揺れや

回転を感じたいので、一時的にじっとしていて欲しい時はよいかもしれませんが、子どもの感覚を養うことが大

切なので、揺れや回転をちゃんと受けとれる身体づくりをしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

子どもといる時に抱える「なんでこんな行動する
の？」の原因が、感覚のデコボコ 

によって起こっていることがよく分かるね！ 
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６ 筋肉や関節の動きをつかさどる「固有感覚」 
 

 

 

 

 

 

固有感覚とは 「位置・動き・力加減」を感じる感覚 

なぜ、目を瞑っていてもキャッチできたのでしょうか？ 

筋肉には「筋紡錘（きんぼうすい）」という筋肉の伸縮や伸縮速度を感じ取る細胞、関節や腱には「腱紡錘」（け

んぼうすい）という関節の角度を感じとる細胞があります。動作を行い、筋肉がピンッと引っ張られることで、

これらの細胞に電気信号が起きます。この電気信号が脳に送られ、脳に来た電気信号を解析して過去の電気信号

の記憶から、「過去の電気信号だとこの電気信号は同じだから・・手はこの位置」と目で見ていなくても身体の位

置を把握することができます。 

 体験８の場合、座った状態で手が動かされている時に、足・手・お腹・背中・肩・首・顔、全部から来る何百

個という電気信号を解析して身体の位置を把握し、親指を掴むことができたのです。私たちは日常意識しません

が、大量の電気信号を解析して、常に身体の位置や動きを的確に把握している力は、すごいと思いませんか？ 

 

 

 

 

 

 

引用元：F.C.C 築地鍼灸整骨院 

 

子どもたちは？ 

身体が柔らかめの子どもが、特別支援学校には多く見られます。その原因は子どもによって様々ですが、その

特徴として偏平足であったり、乳児期に首の座りが遅かったり、ハイハイできないまま立位に移ったり、歩行開

始が遅かったり、逆に歩行開始が早い（比較的筋肉が柔らかいため、ハイハイの姿勢が辛くて、立って反射を使

って動いている状態）等が挙げられます。また、筋肉が柔らかくて十分に動かせていないことで、電気信号が少

なくなり、ボンヤリしがちだったり、キョロキョロしたりするような行動にも繋がっています。その他にも、身

体の位置が捉えにくくダンスがズレたり、力加減が難しく相手を誘ってトントンするつもりが叩いてしまったり、

服や鉛筆をかじったりするような行動も見られます。 

アプローチ方法として、固有感覚につまずきを持っている子どもの捉えを「がさつの子」から「力加減の調節

に困っている子」と、子どもの困難さに寄り添った全体像の捉えをしましょう。また、力加減が難しい場合は、

力の調整を練習する前に、全力で力を入れる（筋肉をぎゅ～っとする）活動を取り入れましょう。例えば、力い

っぱい押したり引いたりする活動や、洗濯物を干す（上を向いて手を伸ばす）、重い荷物を運ぶ等の活動が挙げら

れます。 

体験してみよう：Aさんが腕を前に出して親指を立て、目を瞑る。 

B さんが Aさんの手の位置を動かして「３・２・１」と 
カウントする。カウント後に Aさんが親指もう片方の手で 

キャッチする。 
※関節（手首や肘）を曲げると難易度が上がります。 

キタキター！！自分の身体の位置、力加減が分かるぞー！！ 

筋紡錘：筋肉の伸縮や伸縮速度を感じ取る 

腱紡錘：関節の角度を感じ取る 
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７ 感覚にアプローチしてみよう 

 

 

 

固有感覚（ぎゅ～）→馬力のかかる遊び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

触覚（こちょこちょ）→気づきにくい子ども・部位には、「ぞわぞわ系（防衛系）」の触れ合い 

         過敏傾向が強い子ども・部位には 「圧系」の触れ合い/「識別系」の遊び 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平衡感覚（ぐるん）→様々な方向・速さ・角度の遊び（バリエーションが大事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ポイント１：好きな感覚９割＋苦手な感覚１割でやってみましょう。 

＊ポイント２：回数やパターンを決めることで見通しが立ち安心しやすいです。 

感覚にアプローチ！ その１ 
～キーワードは「ぎゅ～ぎゅ～・こちょこちょ・ぐるんぐるん」～ 

固有感覚は、筋肉がぎゅ～となることで電気信号が送られるので、まずはしっかり収縮

できる身体づくりをしたいね！ 

例えば馬力のかかる動作として、「よじ登る・しがみつく、重いものを押す・引く・持

ったり抱えて運ぶ、手押し車が挙げられるね。 

他にも、ぐらぐらしたりよじ登るアスレチック、ボルダリング、姿勢が支えにくいお子

さんは上を向いての活動や不安定な場所での遊びもオススメだよ！ 

（例：ジャンプして風船を打つ、ハイタッチ、洗濯物を干す、など） 

気付きにくい子どもには、触られたことに（特に背中や足裏等の目で見えない部位）、

パッと気づける触覚を育てることが大切！ 

例えば、身体のわかりにくいところに好きなおもちゃやタオルなどを入れて取り出し

てもらう、くすぐり遊び、身体の部位を意識してもらいながら洗うが挙げられるペン。 

逆に過敏傾向が強い子どもには、圧や振動を上手に使ったマッサージや、本人が触り

分ける活動をやってみるといいかもね！ 

特に自傷や他害が多くてピリピリしやすい子どもには、できるだけ不安を取り除いた

ホッと安心できるクラス環境を整えてあげることが重要だね♪ 

様々な方向・速さ・角度の入った遊びが重要で、子どもによってはゆっくりとした回転

によって目が回ることがあるんだ！どれだけ多くのバリエーションを提供できるかがキ

ーポイントだよ１ 

例えば、手を繋いでぐるぐる回す、うつ伏せ姿勢で支えて飛行機、ちょっと斜めにして

ぐるぐるなど、前転、遊具遊び（ブランコ・滑り台・回転遊具）、前転、横にゴロゴロ、

回転椅子、遊園地の乗り物、プールでの遊び、トランポリン、バランスボール・・・など

色んな揺れ・回転を取り入れてみよう！ 
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脳の抑制機能を高める活動 

～集中力がもうちょっと！気遣いがもうちょっと！動き方がもうちょっと！な子どもには、基礎感覚の取り組

みをしっかりと行いつつ、いつもより力加減が必要な活動（走りながら急に止まる、微調整が必要なも

の）、いつもより注意が必要な活動、試行錯誤のある活動（ちょっと悩まなきゃいけない）等を取り入れる

とよいです。脳の一番上の皮質はトライ&エラーを繰り返すことで養われ、抑制機能が伸びてきます。 

 

 

協調運動を育てる活動 

～手を上手に左右使う（左右を強調させる）には、段階があります。下記の順で見ていきましょう。 

① 左右一緒：両手で押す、運ぶ、両手でテープを貼る、両手・両足でボールを挟む・投げる 

          ２本の棒で物を運ぶ等 

② 左右交互：太鼓を交互に打つ・かんぽっくりで交互に進む・紐を交互にたぐる 

手押し車で左右交互に手が出る等 

③ 固定と運動：楽器の操作・定規をおさえながら線を引く・紙を持ってハサミで切る等 

次に「体の中心線（正中線）を超えて手足を使う活動」になります。元々脳は、右は右・左は左と別々に動

かしていますが、徐々に左右の脳が連携できるようになり、体の中心線を越えて動作を行えるようになりま

す。例えば、バッドでスウィング・ボール投げ・両手で持ったものを後ろの人に回す・ダンスなどが挙げられ

ます。真ん中の線を越えて何かをすることができるようになることで、臨機応変に身体を動かすことができる

ようになります。 

 

 

眼球運動や視覚機能を育てる活動 

～まずは平衡感覚をしっかり使って、反射としての目の動きを養いましょう。その上で下記の活動を考えてみ

ましょう。 

① 中心視&周辺視を意識した活動 

：トランポリンでジャンプして物をとる・お盆に物を乗せ牛乳を配る・風船を相手と打ち合う等 

② 空間位置関係を意識した活動 

：宝探し「〇〇の上」など空間を意識した活動、窓や机ふきなどの手を上下左右に動かす清掃等 

 

 

 

 

 

感覚にアプローチ！ その２ 
～基礎感覚が育ってきた後の応用編～ 
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子どもに感覚刺激の受け取り方に偏り（感覚調整障害）がある場合、その傾向が様々な行動に表れてく

ることがあります。JSI-R は、このような行動の出現頻度を調べることで、子どもたちの感覚刺激の受け

取り方の傾向を把握しようとするものです。各項目には具体的な行動が示されていて、その行動がどの感

覚に関係しているのかが、一目で分かるのでぜひ参考にしてみてください。 

入手方法：ネットで「JSI-R」を検索 


